


                           

               「私たちの仕事」         島 しづ子 

 

未曾有の大地震・大津波・福島原発の事故から三ヶ月、 

被災された方々、大切な方々を亡くされた方々に心からお見舞い申し上げます。 

「未曾有」ということで被害が避けられなかったかのように語られた震災直後の頃、その言

葉が語られるたびに苛立ちを覚えました。それでこの言葉の意味を調べてみました。「いま

だかつてないこと」「きわめて珍しいこと」「仏教用語で仏の功徳の尊さや神秘なことを賛嘆

した言葉であった」「鎌倉末期に原義が転じて、善悪両方の意味で用いられるようになり、

現代では『未曾有の事件』というように悪い意味で用いられることも多い」とありました。 

では今回の地震や津波が本来の意味で「未曾有」だったのかと調べたら、1896 年 6月 15 日

に「明治三陸地震津波」があり、今回も被害のあった大船渡町三陸町綾里で 38.2ｍ（一説

では 50ｍ）の津波があり、死者 22,066 人。1771 年 4 月 24 日には八重山地震、明和の大津

波があり、石垣島で 85.4m 死者 12,000 人。2000 年の間にはもっと多くの地震や津波があっ

たという記録があります。私の苛立ちは予想できたこと、警告されていたことを想定しない

ようにしておいて「想定外」と言う言葉で責任を転嫁することに対しての怒りでした。人間

の自分に都合のいい情報しか選びたくない姿勢を猛省させられた次第です。 

被災地の現実は抜き差しならない状況ですから、助け合っていきたいと切に思います。 

こういう状況でこんな言葉を聞きました。「自分のようなものが生きていて、元気なものが

死んでいく、代わりに死にたい」若ければ若いほどその死は残念に思われます。その気持ち

の中には生きる価値とか人間の有用性とかが比重を占めているのではないかと思います。 

 よくこどもは「大人になったらどんな仕事がしたい」と質問されます。その問いは「お父

さんになる、お母さんになる」とか、何かの職業につくということが前提となっています。 

「お仕事はなんですか？」「どこに通っていますか」と当たり前のような質問ですが、答え

るのが辛い人もいると思います。私もしばらく教会の所属を離れた時、職業を聞かれると困

りました。「牧師です」と言うと、「どこの教会ですか？」と聞かれ、「所属はありません。」

と答えるともぐりの牧師みたいに不審な顔をされました。それから所属や職業が自分を規定

することに疑問を持ってきたように思います。今、いくつかの職名を頂いていますが、どれ

を使うかは場所によって違います。それぞれの役目を大事に思っていますが、そのうちの一

つを言っても自分ではない気がしてしまいます。それにそれらを引退したら私は仕事が無く

なるのでしょうか。 

私の結論はこうです、「シマ シヅコという人生」を仕事としよう。限られた時間、限られ

た期間に自分が従事することだけが仕事ではなく、生まれてから死ぬまで、私たちは自分の

人生を生きる、という仕事を与えられています。それは愛実の会のメンバーを見ていると余

計にそうだ！と思わされます。不自由なときも、楽しいときも、自分の環境・人生と自分の

気持ちの折り合いをつけながら生きています。その生そのものが誰にも真似の出来ない大事

業だと思います。「仕事は何ですか？」「はい、わたし○○ ○○を生きる仕事です」で通用

するようになったら面白いなあ。すると職業でその人を理解したような錯覚は出来なくなり、

相手に関心を持っていろいろ観察したり、聞いたりするようになるかな。 

震災を通して助かった命も亡くなった命も共に大事な命であったと痛感しました。今日は愛

実の会のボランティアとして長くご奉仕下さり、沢山の笑いを届けてくださった方の葬儀で

した。なにもお返しが出来なかったという思いで一杯です。その方が病床で味わった聖句が

葬儀式次第に書かれていました。 

神はそのなさることをいちいち説明されない。（ヨブ記 33章 13 節ｂ）アーメン(ヘブル語で

本当に、まことにの意味)。 
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今までの歩みを振り返って        中森由哉 

 

 NPO 法人愛実の会は、任意団体だった愛実の会と、同じく任意団体だった紙風船が共

同して 2007 年に設立されました。私は 1995 年より任意団体愛実の会で勤務を始めて早

いもので 17 年目となりました。自分が関わり始めての歩みを振り返ってみると、当時と

今では本当に大きく変化したなあ、としみじみ感じることがあります。もともと愛実の

会は養護学校を卒業した後の重度の障がいのあるメンバーの行き先を、自分たちで創っ

ていこうと始められた会であると聴いております。そして私が勤務を始めた 1995 年よ

り、以前から実施されていた少人数の日中活動を名古屋市の補助金を受けて行える事と

なりました。その後、メンバーの生活を真にサポートするためには日中活動はもちろん

大切ですが、それ以外の時間についても考えていくことが必要ということが実感されて

いきました。そこで同じ 1995 年より独自にナイトケアサービスも開始しました。一方

1996 年には紙風船が、人形劇を自己表現とする活動を開始しました。2003 年からは小

規模作業所という位置付けで人形劇を仕事として活動を継続してきました。同じ 2003

年からは愛実の会でホームヘルプサービスを開始致しました。両団体がメンバーのサポ

ートにじっくりと取り組みつつ制度も活用して歩んでいく中で、障がい者自立支援法と

いう法律の実態もあり、2006 年よりこの小さな 2 つの団体が合併して１つとなり共にメ

ンバーのサポートをして行こうという協議が持たれ、2007 年 4 月より NPO 法人愛実の

会という 1 つの法人のもとで歩みを続けています。 

 これからどのような変化があるか判りませんが、メンバーへのより充実したサポート

を常に念頭に置きつつ歩んで参りたいと思っております。 

 

 

 

◆ 勉強会を実施しました ◆ 

 

 ５月１１日（水）理学療法士の石田さんを講師に迎え、摂食・嚥下についての講習会を行

いました。嚥下の仕組みや誤嚥の予防方法などを、スライドや 

ＤＶＤを用いてわかりやすく説明して下さり、普段何気なく 

行っている食事や水分の介助を見直す良いきっかけとなりま 

した。質疑応答では、普段食事・水分介助について抱えている 

疑問や不安の答えや、介助が難しいメンバーへの個々の対応の 

仕方についても教えて下さいました。 

多種多様なメンバーの嚥下機能に対応していけるよう、 

これからもより安全な介助を目指してアシスタント一同 

努力していきたいと思います。 
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＜メンバーの思い＞ 

「がんばろう 僕たち」 

                                    鈴木重利 

  

大きな地震があり、東北地方ではみんなが大変な中頑張っています。僕たち東海地方

もいつか来るとテレビで言っていて、ちょっと心配です。今出来ることは募金なので、

少しずつしています。 

 僕たちは人形劇をやっていて、とても楽しいし、元気になれる。だから地震や津波に

あった子どもたちに、人形劇を見てもらえたら嬉しいのにな～。 

楽しんでもらえ、元気になってもらえたらいいのにな～。 

僕たちががんばれる事なのになあ～ 

大好きな人形劇をしながら、毎日元気で施設で過ごせて嬉しいです。 

いっぱい感謝してガンバロウ！！ 

僕たちのガンバリが東北にもつながっていきますように！！ 

新作の３作品がたくさん公演できますように！！ 

 

＜協力者の思い＞ 

「前を向いて歩こう」 

                             アシスタント 奥平あい 

 

愛実の会では利用者さんのことをメンバーさん、職員のことをアシスタントと呼んで

います！私は、この呼び方が気に入りました。 

そして紙風船といえば人形劇です。私は紙風船の仲間になってまだまだ２年目。紙風船

に入るまでは人形劇に興味をもったことはありませんでした。紙風船の人形劇に私も入

るようになり、人形劇の難しさ、楽しさを知りました。 

メンバーのみなさんは障がいをもちながらも、毎日真剣に人形劇の練習に取り組んで

います。メンバーのプロ意識に驚きます！！ 

三位一体と言う言葉があります。人形とメンバーとアシスタントでひとつになり人形に

命をあたえて演じるのです。これは紙風船の人形劇のスタイル。私はアシスタントなの

でメンバーの後ろで車イスを動かします。三位一体になるためには、人形の動きを考え

て車イスを動かさないといけなくてなかなか難しいです。紙風船の人形劇がより良く進

化していけるように、これからも頑張りたいです。 

 

最後に私の好きな言葉を紹介します。 

 

どんなに悔やんでも過去は変えられない。 

どんなに頑張っても過去には戻れない。 

だったらもう前を向いて歩くしかない。 

「起こったことはすべて正しい」 

「選択したものはすべて正しかったんだ」    …そう思いながら歩いています。 
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2011 年度定期総会報告        

中森由哉 

 2011 年 5 月 28 日（土）夕に当法人の定期総会が開催されました。場所は障がい者デイセ

ンター愛実（当法人が運営する生活介護事業所＝通所サービス）の活動室で、出席者は議場

出席 19 名、委任状出席 14 名の計 33 名で、議員総数 50 名なので過半数の出席があり予定通

り開催となりました。 

 内容は、2010 年度の事業報告・2010 年度決算・2011 年度事業計画・2011 年度予算案・

定款変更で、いずれも承認可決されました。 

 審議の中で、3 月 11 日の東日本大震災があったことで、この地域も地震の危険性が言われ

ていること、当法人の所在地が津波の警戒地域となっていることから、防災対策が緊急の課

題であることを確認しました。今からどんな備えが必要か、実際に事が起きた時どうすべき

か、といったことを検討していきたいと思います。 

また定款変更については、昨年末から法人独自サービスを開始したため定款の変更があり

ました。独自サービスとは現行の法律や制度にはない内容だがメンバーの生活上必要なサー

ビスとして愛実の会独自に定めたもので、当法人にとってメインの事業ではありませんがメ

ンバーの生活サポートにとって有効であると思っております。 

 会計面では、2010 年度は移転 1 年目で不安もありましたが、なんとか乗り切ることが出来

ました。ただ事業収入だけでは赤字で皆様からの寄付金があって初めて運営が保たれたのが

現状でした。2011 年度も予算上厳しさを感じておりますが、皆様のご協力を頂きながら乗り

越えて参りたいと思っています。 

 昨年度より新しい場所での活動を開始して今年度は 2 年目になります。活動内容も地域と

のつながりもより強化していくことを目指し、今後も歩んで参りたいと思っています。 

 

法人全体研修会報告 

                                中森由哉 

 当法人は 2007 年 1 月に NPO 法人格を取得し、2007 年 4 月より障害者自立支援法に基づ

く生活介護事業（通所サービス）と居宅介護事業（ホームヘルプ）を開始しました。そして、

翌年度の 2008 年度より、毎年 4 月 29 日に法人全体研修会を開催しています。アシスタント

と理事が今までの歩みを振り返り、今考えていること悩んでいることを聴き合い知り合い、

今後の歩みを見つめるために実施しています。今年度は伏見ライフプラザを会場に、32 名の

参加でした。 

午前は「重度の障がいのある方の地域生活」をテーマに、先輩法人である AJU 自立の家

山田昭義氏より「当事者主体を貫く」と題して講演して頂きました。ご自身と AJU 自立の

家の歩みと現状、思いをお話し下さいました。最後に「ここにいる障がいのある方が何を求

めているかを知り、それに応えていくことだ」と言われ、このことは単純だが見失いがちで

ある現状を思わされ、改めてこのことに立ち返る必要を思いました。 

 午後は、救急法の講習会でした。日赤より講師の方に来て頂き、心肺蘇生法と AED 使用

法を講義と実技で学びました。本当に緊急事態になったとき冷静に対応することは非常に困

難と思わざるを得ませんが、救急法を学ぶことによって、緊急の現場に立ち会ったとき、何

か出来る可能性は高くなると感じました。ただ 1 回学んで大丈夫というわけではなく、繰り

返し学んで少しでも自分の頭と身体に叩き込む必要があると思いました。 

 従来は内輪だけでこの全体研修会を実施したこともありましたが、今回の研修では外部よ

り講師をお招きしました。内輪だけで行なうことが決して悪いわけではないのですが、外部

からお呼びすることによって、内部だけでは出てこない内容を学ぶことができ、より良い研

修の機会となったのではと感じています。    
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予算額 決算額

150,000 168,000

6,400,000 8,352,426
400,000 368,000
4,500,000 6,364,426
1,500,000 1,620,000

112,638,000 115,526,324
84,560,000 86,868,861
53,000 5,750

25,675,000 25,927,473
2,350,000 2,721,240

0 3,000

825,000 771,249
100,000 26,472
725,000 744,777

120,013,000 124,817,999

3,950,000 4,118,881
81,310,000 82,185,352
24,000,000 23,087,921
9,380,000 11,671,461

1,375,830
10,229,631
66,000

　５　予備費 1,373,000 0

120,013,000 121,063,615

0 3,754,384

特定非営利活動法人　愛実の会

　１　会費収入 正会員50名

2010年4月1日～2011年3月31日

Ⅰ経常収入の部

（単位　円）

科　　　目 備　考

　　２）寄付金収入 車両愛鈴号寄贈・土地建物寄付を含む
　　３）紙風船夢づくり収入 新作人形劇製作費

　２　寄付金収入
　　１）賛助会費収入

　　１）自立支援費収入
　　２）利用者負担収入

　３　事業収入

　　５）他利用料収入 独自サービス

　　３）補助金収入 重心加算・送迎補助金
　　４）食費収入 利用者・職員給食代

　　２）雑収入 自販機・駐車場利用料・受取利息等

　４　営業外収入
　　１）就労支援事業収入 紙風船公演活動・軽作業収入等

　１　直接処遇事業費 給食費・保健衛生費・教養娯楽費
　２　人件費

　　　　経常収入合計

Ⅱ経常支出の部

　　１）営業外費用 就労支援事業支出・会場費等
　４　その他

　　２）減価償却費 建物・車両・人形劇製作品等

　３　管理運営費

2010年度　特定非営利活動に係わる事業会計　　収支計算書

　※　上記支出以外に移転時借入金500万円を返済しています。

　　　　経常収支差額

　　　　経常支出合計

　　３）法人税
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                                                                 南  寿 樹 

Ａｎｄａｎｔｅ（アンダンテ）とは、「ゆっくりと。あるくはやさで」という意味の音

楽用語。先日それが題名になっている映画「アンダンテ～稲の旋律～」を観た。 

――主人公の千華（ちか）は親の期待に応えようとピアノの道を歩むが、音楽社会の競争

で挫折。またアルバイト先での人間関係づくりもうまくいかず、対人恐怖症になり「ひき

こもり」になってしまう。厳格な父親は「こうなったのは、母親の育て方が悪い」と母親

を非難し、家族の関係も崩れていく。そんな状況でも千華は農業そのものと農業に携わる

人々の温かい人情によって立ち直る。その心を象徴するかのように、緑のジュータンの稲

田に吹く風が波の模様を作る光景が印象的だ。真っ青な空を遠景にして田んぼの中で千華

役の新妻聖子（ミュージカル歌手）が歌うエンディングソングが心に沁みこんでくる。 

「思うようには生きていけない 何度も何度も転ぶけれど 見上げる空がほほ笑むから 

 涙ぬぐって 踏み出そう ゆっくりゆっくり 歩き出そう」 

それは人間賛歌に聞こえた。と同時に「そうありたい」と心に誓ったら、勇気が出た。 

さて、この映画「アンダンテ」を刈谷市での上映会として呼んだのは街づくり活動をし

ている中村正美氏。中村氏は上映前のあいさつで次のように語った。 

「先日、ありったけのガソリンを積み込んで東日本大震災の被災地に行ってきました。そ

こは想像以上に悲惨な状況でした。宮城の中小企業家同友会の仲間を訪ねたのですが、彼

は水産加工工場を３つとも流し（ほんとに何もかもなくなってしまった）と言っていまし

た。しかし次に明るく（まあ、従業員ともども命が助かっただけでも儲けもん。人とのつ

ながりがあるから何とかなるでしょう）との言葉。その強さに私の方がかえって元気づけ

られました。私はがんばれという言葉が嫌いです。そこで（また会いましょう）と別れて

きましたが、この映画には被災地の方々にこそ伝えたいメッセージがあります」 

 中村氏とは、「愛知中小企業家同友会」（中小企業の社長の勉強会）の講演会で知り合っ

た。その講演会も素敵だった。講師は松澤考宏氏（松澤瓦店代表取締役）。――講演で 

「ダイアモンドは、ダイアモンドでしか磨けないように、人間は人間でしか磨けない」と

主張し、「だから障がいのある仲間も家に閉じこもってはいけない。うちの会社では多く

の障がい者を雇っているが、障がいのあるなしにかかわらず、お互いを磨き合っている。

障がい者雇用をして、悪いことなんて一つもなかった。業績も右肩上がりです」と笑顔で

語っていた。中村氏、松澤氏をはじめ愛知中小企業同友会の方々と一緒にいるだけで、私

は元気になる。 

今回の震災での被災者の方々が、そして日本全体が復興するためのキーワードはまさ 

しく「人とのつながり」であろう。いざとなれば、誰もが優しくつながれると私は信じる。 

人生、思うようには生きていけないことも多く、何度も挫折しそうになるけれど、人と

のつながりを大切にしてゆっくりと歩いていこう。 

いつか誰の心にも真っ青な空が広がるその日をめざして・・・アンダンテで・・・ 
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★　寄付・その他
新免　貢　 中森由哉 　中森照子 　戸田真二　 加藤亜佳子 　島しづ子 　成田信子 　桂　正枝

近藤　洋　 石田典子　 大渕哲也 　清水陸子　 相馬和香子　伊藤あつ子　萩原寿美　
イエローレシート募金箱　　日本基督教団西尾教会婦人会　　日本基督教団華陽教会　

華陽教会婦人会　　名古屋桜山教会シャロンの会　　福井神明教会　　栄冠幼稚園　
愛知教会女性の会　岡崎教会こどもの教会　名古屋ワイズメンズクラブ・メネット会　

ＡＪＵ 愛実の会 低料第三種郵便物認可　2011年 6月21日（火）

ＮＰＯ愛実の会　寄付者名（順不同・敬称略）　　　　２０１１年３月１日～５月３１日

任意団体「障がい者・友だちの会・愛実」受付分（順不同・敬称略）　　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０１１年３月１日～５月３１日

今年の東海地方の梅雨入りは早く、梅雨明けも早いのかと思いましたら、

例年と余り変わらないとのことでした。梅雨の期間が長くなるのでしょう。

体調管理が求められます。皆様お大事になさってください。

仕事場までの道沿いには紫陽花が咲いていました。

本格的な梅雨の予告、福島や東北の被災地の方々の不便さを思います。

待ったなしの対応を願っています。（長村）

★　寄付金個人・教会

三浦定代　岸本尚子　杤久保澪子　河村久子　青本光子　みどりファミリー　

金城教会社会福祉委員会　

引き続きのご支援よろしくお願いいたします。

―１４―

ご協力ありがとうございました。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

2010年度決算報告においては車両や物品、そして紙風船の新作人形劇作りのための特別寄

付が多数あり、800万円を超える寄付が集まりました。多くの方々に支えられていること

に心より感謝申し上げます。

そして更に今年度は500万円を目標に寄付金を募集することになりました。主な目的は以
下の通りです。引き続き皆様のご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

①　移転のための借入金返済　年650万円（7年）

②　マンツーマン体制の実現のために、今年度正職員を2名増員しました。
③　紙風船の人形劇活動の充実のために＝紙風船夢づくり

◆　寄付金・賛助会費納入のお願い　◆

★　賛助会費

渡辺孝之　宇野伸一　鈴木洋子　　山中美穂　大木志保子　加藤亜佳子　山崎京子　奥田紘子

中谷塩子　佐藤正章　榎本久美江　宇田ゆき子

★　紙風船

戸田真二　渡辺孝之　奥田紘子　中森照子　中森由哉　　佐藤正章　大島英稔　宮田鈴枝　

山中美穂

★　賛助会費個人

吉谷尚之（複数回）




	

